
                                  

 

令和 4 年 10 月 12 日 

報道関係 各位 

進化型実務家教員養成プログラム 

実施責任者 鵜飼 宏成 

☎：052-872-5733 

名古屋市立大学教務企画室 

室長 森川 英俊 

☎：052-872-5801 

                                                  

 
 
 
 

 

名古屋市立大学を中核校とするコンソーシアムが2019年度文部科学省の事業に採択され、「進化

型実務家教員養成プログラム（TEEP）」を実施しております。本事業では、経済産業省が2022年5

月に発表した「未来人材ビジョン」で唱えられている人材育成を2019年度より課題として認識し、

人材育成に資する大学等における教育を追究し、実務家教員養成を行ってきました。本年度シンポ

ジウムでは、「つくる。」に焦点を当て、未来を牽引する人材を育てる教育の場や教材づくりを検

討し、ワークショップでは、専門領域別に実践知を教育に生かす探求授業づくりを検討します。 

この企画を市民の皆様に広く知っていただきたくご案内申し上げますとともに、是非ご取材いた

だきますよう、よろしくお願い申し上げます。 
 

記 

１ 日 時   令和4年11月16日（水）シンポジウム  14:00～16:00 

ワークショップ  18:00～19:00 

２ 概 要    別添のとおり 

３ 開催方法   ZOOM によるオンライン開催 

４ 申込方法    申込フォーム（https://req.qubo.jp/teep-consortium/form/lr5snJXS）より送信 

５ 受付期間    令和 4 年 10 月 17 日（月）から令和 4年 11 月 14 日（月）まで 

６ 定  員    150 名（先着順） 

７ 参 加 費   無料（ただし、通信料は自己負担） 

８ 取材申込   担当者までご連絡ください。（担当：伊藤・長澤 ☎052-872-5882） 

        E-Mail：teep_office@sec.nagoya-cu.ac.jp 

         ※取材希望日の２日前（土日祝日除く）までにご連絡をお願いします。 

以上 

TEEPシンポジウム・ワークショップ2022開催について 

実践知を教育にいかす探究授業を「つくる。」 

～新たな未来を牽引する人材を育てるには～ 

A4 サイズ：１ページ、別添あり 



ワークショップ
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